






要約:乳幼児健診事業、とくに事後措置の中で問題となる 1人の障害児を、どの機関のどの

ような要員がどこまで児をみとり、どの機関につなげてゆくかの流れを明確にし、その児

へのサービスに一貫性をもたせてゆくことができるか、関係機関の連携のあり方見る目的

で、本年度は児童相談所のあり方をさぐりたく、本調査を行なった。児相側の心理判定員

が日頃健診の場で感じている問題点を、アンケートにより調査し、臨床抵当者(医師・保健

婦)との間にある問題点、親とのかかわり、彼らからみた児相のあり方、他機関との連携に

おける問題点を列挙し、それらの解決の為の二、三の方策を示した。 


